
ＤＢ統合が望まれる背景 ～研究内部の変化と研究環境の変化～

・巨大観察データの登場によるライフサイエンス全体のデータ(ベース）依存型への変貌

・高額な巨大データに関して大学・企業研究開発の公共データ(ベース)への依存増

・科学の民営化（データ占有による知財獲得、データベースサービスも競争的）

課題：「生命科学データベース統合に関する調査研究」
実施内容： ①国内外のＤＢ調査、産業界等からのヒアリング

②ＤＢ統合に向けた技術的ＦＳ：省をまたいだＤＢ連携
③ＤＢ統合に向けた制度調査：ＤＢ統合が進む米国等の制度調査

ＤＢ統合化に向けた提言に資する試案
１．「政府資金によるデータ産生型プロジェクトのデータを我が国の研究社会で
早期に共有するためのルール」が必要
２．公共財としてのデータを保全・管理し、長期にわたるデータの育成と共有を
行う公的機関を設ける(ルール運用の際の受け皿)

技術的課題は
十分対応可能

制度上の問題
を明確化

多面的かつ
複雑な背景

NCBIを代表とする米国での統合DBの成功例とそれを支える社会の仕組み(制度)の変化
OECD等国際的な公的機関によるデータ共有の必要性の認識

生命科学データベース統合に関する調査研究
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我が国における統合DBプロジェクト

• 内閣府主導の統合データベースプロジェクト（H18〜）
- 文科省、経産省、農水省、厚労省で実施

- H23年12月に四省連携のポータルサイト

• 文科省の統合データベースプロジェクト(H18〜）
- データを公共財化・コモンズ化し、その価値を最大化

- 中核センターの設立
• H19〜ライフサイエンス統合データベースセンターDBCLS
• H23〜バイオサイエンスデータベースセンターNBDC

- CCライセンスの採用

- フォーマット、辞書、統合技術、動画教材などの開発

- カタログ、横断検索、アーカイブの構築など

- 分野ごとのデータベース統合化進行中（ファンディングによる）

- ヒト由来データの共有・セキュリティガイドラインの作成
8



測定装置 NGSchipMRI 質量分析 NMR顕微鏡

プロジェクト P1 P2 P3 P4

データベース DB1a DB1b DB2 DB3 DB4a DB4b

目的別統合DB 微生物DB 植物DB

データバンク的DB ゲノム

糖鎖

カタログ アーカイブ横断検索
個々のDBを
使いやすく … …

標準化DB３

標準化DB4b

統合化推進プログラム

RDFによる
すべてのDBの統合

連邦型統合DB

ＤＢ統合化基盤技術の開発

DBをまとめることで
使いやすく

ヒトDB

タンパク質立体構造

メタボローム
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公募要領にデータ提供協力依頼記載

• 文科省ライフ課委託プロジェクト(H20〜）

• JST戦略事業（CREST、さきがけ）(H23〜）

• 厚労科研費(H24〜）

• 文科省科研費(H25〜）
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データ共有に関わる今後の課題

• 省間連携の司令塔機能の再構築
- AMEDとの連携協力、センター間の連携、国際的な共有の枠組み構築

• ファンディング機関によるデータ共有の義務化
- 公募要領のデータ提供協力依頼記載では不十分

• ヒト由来データなどの機微情報の扱い
- 制限アクセスの導入とそのためのガイドラインの策定
- 種々の医学研究、ヒトゲノム研究の指針との整合性
- 外国からの利用への対応

• データ量の爆発、データ種類の多様化への対応
- 捨てるもの vs. 残すもの、再利用性の高い vs. 低いもの
- 生活習慣情報や環境情報などへの対応
- 持続可能な予算確保の仕組みやデータ受入れの省力化

• フォーマットや用語の標準化、データの統合、品質管理、技術開発
• 知識DBの整備とデータとの統合
• バイオインフォマティクス人材の育成、確保
• 出てきたデータの共有からプロジェクトの立案、実行時への貢献
• 研究不正への対応
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